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解
答
の
着
眼
点

　

入
試
漢
文
で
は
、
例
年
多
種
多
様
な
問
い
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
書
き
下
し
文
（
句
や
文
の
読
み
）
の
問
題
、
解
釈

問
題
、
説
明
問
題
の
三
つ
が
定
番
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
設
問
へ
の
着
眼
点
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

＊
書
き
下
し
文
の
問
題
〔
句
形
の
知
識
が
基
本
。〕

　

⑴　

句
形
や
文
型
の
読
み
方
に
着
目
す
る
。

―
明
ら
か
に
句
形
や
文
型
の
読
み
方
か
ら
外
れ
る
も
の
は
除
外
す
る
。

　

⑵　

残
っ
た
選
択
肢
は
訳
し
て
み
る
。

―
誤
っ
た
読
み
方
は
、
意
味
の
上
で
も
誤
り
と
な
る
。

＊
解
釈
問
題
〔
ま
ず
は
逐
語
訳
か
ら
。
文
脈
に
頼
り
す
ぎ
な
い
こ
と
。〕

　

⑴　

句
形
や
語
句
の
意
味
を
押
さ
え
る
。

―
一
字
の
漢
字
は
熟
語
に
し
て
意
味
を
考
え
る
の
が
よ
い
。

　

⑵　

送
り
仮
名
に
も
注
意
す
る
。

―
格
助
詞
「
ヲ
・
ニ
・
ト
」
や
接
続
助
詞
「
バ
・
モ
」
な
ど
の
用
法
に
注
意
。

　

※
訓
読
に
従
っ
て
、
一
語
一
語
の
意
味
を
現
代
語
訳
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
大
切
。

＊
説
明
問
題
〔
解
答
の
根
拠
を
探
す
。〕

　

⑴　

傍
線
部
を
正
確
に
訳
し
て
み
る
。

―
省
略
さ
れ
て
い
る
主
語
や
目
的
語
が
把
握
で
き
れ
ば
、
正
解
は
あ
と
一
歩
。

　

⑵�　

設
問
の
内
容
（
比
喩
の
説
明
・
心
情
の
説
明
・
理
由
の
説
明
な
ど
）
を
念
頭
に
お
い
て
、
解
答
の
根
拠
と
な
る
箇
所
を
探
し

て
み
る
。

―
登
場
人
物
の
心
情
や
、
そ
の
行
為
の
理
由
な
ど
を
考
え
る
場
合
は
、
発
言
に
注
目
す
る
。

　
　

本
書
の
使
用
法
に
つ
い
て

＊�
問
題
は
第
Ⅰ
部
・
第
Ⅱ
部
・
第
Ⅲ
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

第
Ⅰ
部
は
、
漢
文
の
基
本
句
形
を
確
認
す
る
た
め
の
ド
リ
ル
問
題
で
あ
る
。

　

第
Ⅱ
部
・
第
Ⅲ
部
は
、
実
践
的
な
演
習
問
題
で
あ
る
。
易
し
い
問
題
か
ら
徐
々
に
難
し
い
問
題
に
な
る
よ
う
に
配
慮
し
て
配
列
し

て
あ
る
。

　

第
Ⅲ
部
に
は
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
意
識
し
た
、
よ
り
実
践
的
な
予
想
問
題
を
並
べ
て
い
る
。

＊�

ま
ず
、
解
答
時
間
を
設
定
し
、
そ
の
時
間
内
で
解
く
よ
う
に
努
力
し
よ
う
。
慣
れ
な
い
人
は
、
最
初
は
20
分
～
30
分
程
度
か
け
て

も
よ
い
だ
ろ
う
。
慣
れ
て
き
た
ら
20
分
以
内
で
解
く
よ
う
に
し
て
み
る
と
よ
い
。

＊�

問
題
を
解
き
終
え
た
後
、
解
答
・
配
点
を
確
認
す
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
は
い
け
な
い
。
間
違
え
た
設
問
に
つ
い
て
は
必
ず
【
設
問

解
説
】
を
よ
く
読
ん
で
、
解
き
方
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
。
同
じ
タ
イ
プ
の
問
題
を
見
た
と
き
に
、
同
じ
誤
り
を
犯
さ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
で
あ
る
。

＊�

問
題
を
解
い
た
と
き
に
、
読
み
方
・
意
味
・
解
釈
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
箇
所
は
、【
書
き
下
し
文
】・【
全
文
解
釈
】
を
見
て
確
認

す
る
こ
と
。
ま
た
、
基
本
句
形
に
つ
い
て
は
、【
解
釈
の
ポ
イ
ン
ト
】
の
説
明
に
も
目
を
通
し
て
覚
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

＊�

最
後
に
、
必
ず
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
文
の
音
読
で
あ
る
。
問
題
を
解
き
終
え
、
解
説
を
確
認
し
た
後
、

必
ず
本
文
を
二
度
三
度
と
声
を
出
し
て
読
ん
で
も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
。
遠
回
り
の
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
音
読
は

漢
文
に
慣
れ
る
た
め
の
最
善
の
道
で
あ
る
。
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第
8
問　
『
唐
詩
選
』・『
芸
圃

余
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
70　

…
…
…
…
…
…
…　
30

　
第
9
問
　『
匡
正
録
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
76　

…
…
…
…
…
…
…　
35

　
第
10
問
　『
韓
非
子
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
82　

…
…
…
…
…
…
…　
40

　
第
11
問
　『
閲
微
草
堂
筆
記
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
88　

…
…
…
…
…
…
…　
45

Ⅲ
部　
演
習
編
・
完
成

　
第
12
問　
『
皇
朝
史
略
』・『
白
氏
文
集
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

 

96　

…
…
…
…
…
…
…　
51

　
第
13
問　
『
東
軒
筆
録
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
104　

…
…
…
…
…
…
…　
57

　
第
14
問　
『
尚

斎
集
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
110　

…
…
…
…
…
…
…　
62

　
第
15
問
　『
三
夢
記
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
116　

…
…
…
…
…
…
…　
67

　
第
16
問
　『
先
哲
叢
談
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
122　

…
…
…
…
…
…
…　
71

　
第
17
問
　『
詠
史
詩
註
』・『
詠
史
詩
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
128　

…
…
…
…
…
…
…　
77

　
第
18
問
　『
続
世
説
』・『
聞
見
近
録
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
136　

…
…
…
…
…
…
…　
82

　
　
目　
　

次

問
題
編

Ⅰ
部　
基
本
句
形
確
認
編
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
10
（
解
答
…
30
）

Ⅱ
部　
演
習
編
・
基
礎 

問
題
編 　
　
　
　
　
解
答
・
解
説
編

　
第
1
問
　『
呂
氏
春
秋
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
32　

…
…
…
…
…
…
…　
１

　
第
2
問
　『
小
学
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
36　

…
…
…
…
…
…
…　
４

　
第
3
問
　『
荘
子
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
42　

…
…
…
…
…
…
…　
８

　
第
4
問
　『
夢
渓
筆
談
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
48　

…
…
…
…
…
…
…　
13

　
第
5
問
　『
史
記
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
52　

…
…
…
…
…
…
…　
17

　
第
6
問
　『
孟
子
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
58　

…
…
…
…
…
…
…　
21

　
第
7
問　
『
玉
泉
子
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
64　

…
…
…
…
…
…
…　
25
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02
　

孔　
子　
学　
鼓　
琴　
於　
師　
襄　
子
。

�

（『
韓
詩
外
伝
』）

　
　

※
師
襄
子
―
人
名
。

　

現
代
語
訳 　

孔
子
は
琴
を
弾
く
こ
と
を
師
襄
子
か
ら
学
ん
だ
。

問�　
傍
線
部
「
学
鼓
琴
於
師
襄
子
」
の
返
り
点
と
書
き
下
し
文
と
の
組
合
せ
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
選
べ
。

　

!　

学
レ　

鼓
レ　

琴
二　

於　
師　
襄　
子
一

　
　
　

師
襄
子
に
琴
を
鼓
す
る
を
学
ぶ

　

@　

学
二　

鼓
レ　

琴　
於　
師　
襄　
子
一

　
　
　

琴
を
鼓
す
る
を
師
襄
子
に
学
ぶ

　

#　

学
三　

鼓
レ　

琴　
於
二　

師　
襄　
子
一	

　
　
　

琴
を
鼓
す
る
を
師
襄
子
に
於
い
て
学
ぶ

　

$　

学
二　

鼓
レ　

琴　
於　
師　
襄　
子
一	

　
　
　

琴
を
鼓
す
る
に
於
い
て
師
襄
子
に
学
ぶ

　

%　

学
レ　

鼓
レ　

琴
レ　

於
二　

師　
襄　
子
一	

　
　
　

師
襄
子
に
於
い
て
琴
を
鼓
す
る
を
学
ぶ

　

子　
路　
問　
事　
君
。

�

（『
論
語
』）

　
　

※
子
路
―
人
名
。
孔
子
の
弟
子
。

　

現
代
語
訳 　

子
路
は
主
君
に
仕
え
る
こ
と
に
つ
い
て
（
孔
子
に
）
尋
ね
た
。

問�　
「
子
路
問
事
君
」
の
返
り
点
と
書
き
下
し
文
と
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
選
べ
。

　

!　

子　
路　
問
レ　

事
レ　

君　　
　
　

子
路
君
に
事つ

か

ふ
る
を
問
ふ

　

@　

子　
路　
問
二　

事　
君
一　　
　
　

子
路
事
ふ
る
君
に
問
ふ

　

#　

子　
路　
問
二　

事　
君
一　　
　
　

子
路
事
ふ
る
を
君
に
問
ふ

　

$　

子　
路　
問
レ　

事
レ　

君　　
　
　

子
路
君
を
事こ

と

と
す
る
を
問
ふ

　

%　

子　
路　
問
二　

事　
君
一　　
　
　

子
路
事
と
す
る
を
君
に
問
ふ

【
解
説
】

　

漢
文
の
構
造
に
着
目
し
よ
う
。

　

漢
文
に
は
次
の
よ
う
な
構
造
が
あ
る
。

　

目
的
語
に
は
「
ヲ
」「
ニ
」「
ト
」「
ヨ
リ
」

な
ど
の
送
り
仮
名
を
補
い
、
上
の
述
語
に
返
っ

て
読
む
。

　

問
題
文
の
構
造
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

子主
語路　

問述
語

レ　

事述
語　

君目
的
語　

　

述
語
「
問
」
の
目
的
語
「
事
レ　

君
」
は
、
さ

ら
に
述
語
「
事
」
＋
目
的
語
「
君
」
の
構
造
に

な
っ
て
い
る
。

【
語
句
】

○
事つ
か
フ

　

…
仕
え
る
。

「
こ
と
と
す
」
と
読
む
時
は
「
専
念
す

る
」
の
意
味
。

目
的
語

レ　

【
解
説
】

　
「
於
」
の
用
法
に
着
目
し
よ
う
。

　

置
き
字
「
於
」
は
前
置
詞
の
働
き
を
し
て
、

対
象
・
場
所
・
時
間
・
目
的
・
起
点
・
受
身
・

比
較
な
ど
を
表
し
、
直
後
の
語
「
A
」
に
「
ニ
」

「
ヨ
リ
（
モ
）」「
ヲ
」
な
ど
の
送
り
仮
名
を
付

け
て
読
む
。

　

な
お
、「
于
・
乎
」
も
「
於
」
と
同
じ
用
法

を
持
つ
。

　

問
題
文
の
構
造
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 　

孔主
語子　

学述
語

二　

鼓目
的
語

　

琴　
於置

き
字　

師
A襄

子
一

　

目
的
語
「
鼓
レ　

琴
」
は
、
さ
ら
に
述
語
「
鼓
」

＋
目
的
語
「
琴
」
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

レ　

01

1　

主
語
＋
述
語

2　

主
語
＋
述
語
＋
目
的
語

3　

修
飾
語
＋
被
修
飾
語

漢
文
の
構
造

「
於
＋
A
＋
述
語
」
の
場
合

　
　
　

→
「
A
に
於
い
て
」
と
読
む

「
述
語
＋
於
＋
A
」
の
場
合

　
　
　

→
置
き
字
と
し
て
読
ま
な
い

「
於
」
の
用
法
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（
注
）
1　

高
陽
応 

─ 

人
名
。

2　

匠 

─ 

大
工
。

3　

撓 

─ 

押
さ
れ
て
曲
が
る
。

4　

勁 

─ ﹁
強
﹂
と
同
じ
。

問
1
　
傍
線
部
A
﹁
匠　
対　
曰
﹂
と
あ
る
が
、﹁
匠
﹂
の
発
言
は
㋑
〜
㋭
の
う
ち
の
ど
こ
で
終
わ
る
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、次
の
!

〜
%
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

!　

㋑　
　

@　

㋺　
　

#　

㋩　
　

$　

㋥　
　

%　

㋭

問
2
　
傍
線
部
B
﹁
未
レ　

可　
也
﹂
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
!
〜
%
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

!　

未い
ま

だ
可
な
ら
ざ
る
な
り

@　

未
だ
可
な
ら
ざ
る
か

#　

未
だ
可
な
ら
ざ
ら
ん
や

$　

未
だ
ベ
か
ら
ざ
る
な
り

%　

未
だ
ベ
か
ら
ざ
ら
ん
や

第
1
問
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
1
〜
6
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
で
返
り
点
・
送
り
仮
名
、
お
よ

び
﹁　

﹂
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。（
配
点　

50
）

　
　

高（
注
１
）

　

陽　
応　
将ま
さ
ニレ　

為つ
く
ラ
ン
ト

二　　

室　
家ヲ

。一　
匠　
対こ
た
ヘ
テ

　
　

曰い
ハ
ク、　「
未
レ　

可　
也
。」㋑　

木　
尚な
ホ　

生な
ま
ナ
ル

　
　

者ナ
リ。」㋺　

　

加　
塗　
其　
上
、
必　
将　
撓
。」㋩　
以も
つ
テレ　

生ヲ　

為ラ
バレ　

室ヲ

、
今ハ　

雖い
へ
ど
モレ　

善シ
ト、

後　
将ニ
二　

必ズ　

敗や
ぶ
レ
ン
ト

。一　　
」㋥　
高　

陽　
応　
曰ハ
ク、　
縁よ
ラ
バ二　

子　
之の　

言ニ
一　

則す
な
は
チ

　
　

室　
不ざ
ラ
ンレ　

敗レ　

也
。」㋭　

木　
益
ま
す
ま
す

　

枯ル
レ
バ

　
　

則チ　

勁つ
よ
シ。
塗ど
ろ　

益　
乾か
わ
ケ
バ

　

則チ　

軽シ

。
以テ
二　

益　
勁キ
ヲ一　

任ゼ
バ二　

益　
軽キ
ニ、一則チ　

不ず
トレ　

敗レ

。
匠　
人　
無ク
二　

辞シ
テ

　

而　
対フ
ベ
キ、一　
受ケ
テレ　

令ヲ　

而　
為ル
レ

之こ
れ
ヲ。
室　
之　
始メ
テ

　

成ル　

也や　

善シ

。
其そ
ノ　

後　
果は
タ
シ
テ

　
　 

敗レ
タ
リ。　 

高　
陽　
応ハ　

好ン
デ二　

小　
察ヲ
一　

而　
不ル
レ　

通ゼ
二　

乎　
大　
理ニ
一　

也な
り

。

�

（『
呂り

よ

氏し

春し
ゆ
ん

秋じ
ゆ
う

』
に
よ
る
）

A（
注
2
）

B

C

（
注
3
）

D

（
注
4
）

E
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第
12
問　
次
の
【
文
章
Ⅰ
】
は
わ
が
国
の
第
八
十
代
天
皇
高
倉
帝
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
た
も
の
、【
文
章
Ⅱ
】
は
唐

の
都
長
安
で
官
職
に
就
い
て
い
た
白
居
易
が
旧
友
の
王
十
八
に
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
。【
文
章
Ⅰ
】
と
、【
文
章
Ⅱ
】
を

読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
～
７
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
で
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
配
点　

50
点
）

　
　

初メ　

帝ノ　

幼　
時
、
有リ
下　

献ズ
ル二　

楓　
樹ヲ
一　

者
。上帝　
極メ
テ

　

愛シ
レ　

之ヲ

、
命ジ
テ二　

藤　
原　
信　
成ニ
一　

守ラ
シ
ム

レ　
　

之ヲ

。

一　
日
、
仕　
丁　
将
レ　

飲
レ　

酒ヲ

、
剪き
リ
テレ　

枝ヲ　

為シ
レ　

薪ト

、
以テ　

煖あ
た
た
ムレ　

　

酒ヲ

。
信　
成　
見テ　

而　
大イ
ニ

　

驚キ

、
収　

仕　
丁　
将　
寘　
之　
罪
。　
会
た
ま
た
ま

　

帝　
使ム
三　

信　
成ヲ
シ
テ

　
　

  　

上
た
て
ま
つ
ラ

二　
　

其ノ　

樹ヲ

。一信　
成　
具サ
ニ

　

奏シ
二　

其ノ　

状ヲ

、一

叩　
頭シ
テ

　

請フ
レ　

罪ヲ

。
帝　
従し
よ
う　

容よ
う
ト
シ
テ

　
　
　

曰ハ
ク、「
唐　
詩ニ　

有リ
レ　

云ヘ
ル、『
林　
間ニ　

煖メ
テレ　

酒ヲ　

焼ク
ト二　

紅　
葉ヲ

。一』誰カ　

教ム
ル
ト

三　
　

仕　
丁ヲ
シ
テ

　
　

 

作な
サ二　

此ノ　

風　
流ヲ

。一」無シ
二　

復タ　

所
一レ　

問フ

。�

（
青あ

お

山や
ま

延の
ぶ

于ゆ
き

『
皇こ

う

朝ち
よ
う

史し

略り
や
く』
に
よ
る
）

（
注
）
1　

藤
原
信
成 

― 

人
名
。
歌
人
。

　
　

 

2　

仕
丁 

― 

宮
中
の
雑
役
に
従
事
す
る
者
。
雑
役
夫
。　
　

　
　

 

3　

収 

― 

捕
え
る
。

（
注
1
）

（
注
2
）

A（
注
3
）

ア

イ

Ｂ

【
文
章
Ⅰ
】

　
　

送リ
二　

王　
十　
八ノ　

帰ル
ヲ一レ　

山ニ　

寄
二  　

題ス　

仙　
遊　
寺ニ
一

�

友
人
の
王
十
八
が
山
に
隠
棲
す
る
の
を
見
送
り
遙
か
仙
遊
寺
に
詩
を
寄
せ
る

曾　
於テ
二　

太　
白　
峯　
前ニ
一　

住シ　
　
以
前
太
白
山
の
ふ
も
と
に
住
み

数　
到リ
テ二　

仙　
遊　
寺　
裏ニ
一　

来ル　
　
何
度
も
仙
遊
寺
を
訪
れ
た

黒　
水　
澄ム　

時ニ　

潭　
底　
出デ　
　
黒
い
水
が
澄
む
と
川
底
ま
で
見
え

白　
雲　
破ル
ル

　

処ニ　

洞　
門　
開ク　
　
白
い
雲
の
切
れ
間
か
ら
洞
窟
の
門
が
現
れ
た

林　
間ニ　

煖メ
テレ　

酒ヲ　

焼キ
二　

紅　
葉ヲ
一　
　
林
の
中
で
紅
葉
を
焼
い
て
酒
を
温
め

石　
上ニ　

題シ
テレ　

詩ヲ　

掃は
ら
フ二　　

　　
一　
　
石
の
上
で 　
　
　

   

を
払
っ
て
詩
を
書
い
た

惆ち
う　

悵ち
や
う
ス

　

旧　
遊　
無キ
ヲ二　

復タ　

到ル
一　
　
　

菊　
花ノ　

時　
節　
羨ム
二　

君ガ　

廻か
へ
ル
ヲ

一　
　

�

（『
白は

く

氏し

文も
ん

集じ
ゆ
う

』
に
よ
る
）

⑴⑵

ヲ

C

【
文
章
Ⅱ
】

D
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第 1 問

　
第
1
問

【
解　
答
】

設　
　

問

正　
　

解

配　
　

点

問　
　
１

$

8

問　
　
２

!

8

問　
　
3

#

8

問　
　
4

!

8

問　
　
5

%

8

問　
　
6

@

10

【
出　
典
】

　
『
呂り

ょ

氏し

春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

』「
似じ

順じ
ゅ
ん

論
・
別
類
」
よ
り
採
っ
た
。

　

秦
の
宰
相
、
呂り
ょ

不ふ

韋い

が
食
客
を
集
め
て
編
集
さ
せ
た
書
。
儒
家
・
道
家
・

法
家
な
ど
、
春
秋
戦
国
時
代
の
諸
家
の
学
説
や
説
話
を
集
め
た
百
家
全
書
と

で
も
呼
ぶ
べ
き
書
で
あ
る
が
、
反
面
内
容
に
統
一
性
が
な
い
と
い
う
欠
点
が

あ
る
。

【
本
文
解
説
】

　
「
餅
は
餅
屋
﹂
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。﹁
物
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家

が
い
る
﹂
ま
た
は
﹁
そ
の
道
の
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
人
が
行
う
の

が
よ
い
﹂
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
家
を
建
て
る
場
合
に
は
、
や
は
り
そ
の
道

の
専
門
家
で
あ
る
大
工
の
意
見
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
高
陽
応

は
、
木
が
生
乾
き
な
の
で
家
を
建
て
る
の
は
早
す
ぎ
る
と
大
工
に
反
対
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、自
分
の
浅
薄
な
考
え
を
主
張
し
て
大
工
を
や
り
こ
め
、

家
を
建
て
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
結
果
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
り
、
大

工
が
予
想
し
た
通
り
、
家
は
結
局
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
物
事
を

台
無
し
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
素
人
判
断
は
慎
し
み
た
い
も
の
だ
。

【
書
き
下
し
文
】

　

高か
う

陽や
う

応お
う

将ま
さ

に
室し
つ

家か

を
為つ
く

ら
ん
と
す
。
匠し
や
う

対こ
た

へ
て
曰い

は
く
、﹁
未い
ま

だ
可か

な
ら

ざ
る
な
り
。
木き

尚な

ほ
生な
ま

な
る
者も
の

な
り
。
塗ど
ろ

を
其そ

の
上う
へ

に
加く
は

へ
ば
、
必か
な
ら

ず
将ま
さ

に
撓た
わ

ま
ん
と
す
。
生な
ま

を
以も
つ

て
室し
つ

を
為つ
く

ら
ば
、
今い
ま

は
善よ

し
と
雖い
へ
ど

も
、
後の
ち

将ま
さ

に

必か
な
ら

ず
敗や
ぶ

れ
ん
と
す
﹂
と
。
高か
う

陽や
う

応お
う

曰い

は
く
、﹁
子し

の
言げ
ん

に
縁よ

ら
ば
則す
な
は

ち
室し
つ

敗や
ぶ

れ
ざ
ら
ん
。
木き

益
ま
す
ま
す

枯か

る
れ
ば
則す
な
は

ち
勁つ
よ

し
。
塗ど
ろ

益
ま
す
ま
す

乾か
わ

け
ば
則す
な
は

ち
軽か
ろ

し
。

益ま
す
ま
す

勁つ
よ

き
を
以も
つ

て
益
ま
す
ま
す

軽か
ろ

き
に
任に
ん

ぜ
ば
、
則す
な
は

ち
敗や
ぶ

れ
ず
﹂
と
。
匠し
や
う

人じ
ん

辞じ

し

て
対こ
た

ふ
べ
き
無な

く
、
令れ
い

を
受う

け
て
之こ
れ

を
為つ
く

る
。
室し
つ

の
始は
じ

め
て
成な

る
や
善よ

し
。

其そ

の
後の
ち

果は

た
し
て
敗や
ぶ

れ
た
り
。
高か
う

陽や
う

応お
う

は
小せ
う

察さ
つ

を
好こ
の

ん
で
大た
い

理り

に
通つ
う

ぜ
ざ
る

な
り
。

【
全
文
解
釈
】

　

高
陽
応
が
家
を
建
て
よ
う
と
し
た
。
大
工
が
答
え
て
言
っ
た
、﹁
ま
だ
い

け
ま
せ
ん
。
木
が
ま
だ
生
乾
き
で
す
。
泥
を
木
の
上
に
塗
っ
た
ら
、木
が
き
っ

と
押
さ
れ
て
曲
が
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。生
乾
き
の
木
で
家
を
建
て
た
ら
、

今
は
よ
い
と
し
て
も
、
後
に
は
き
っ
と
家
が
こ
わ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
﹂
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第 1 問

@
は
こ
の
部
分
の
解
釈
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
。
高
陽
応
は
こ
こ
で
楽

観
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
#
も
誤
り
。
正
解
は
!
。

問
5�　
内
容
説
明
の
問
題

　
傍
線
部
を
き
ち
ん
と
解
釈
す
る
こ
と
と
、
直
後
の
内
容
に
着
目
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
直
後
に
着
目
す
る
と
、﹁
受ケ
テレ

令ヲ

而
為ル
レ

之ヲ

﹂
と
あ
る
よ
う
に
、

家
を
建
て
る
こ
と
に
反
対
し
た
大
工
も
、
高
陽
応
の
反
論
を
聞
い
て
、

結
局
そ
の
指
示
通
り
に
家
を
建
て
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
!
﹁
仕
事
を

や
め
て
抗
議
す
る
﹂、
@
﹁
暴
言
に
怒
り
、
挨
拶
も
せ
ず
帰
ろ
う
と
す

る
﹂
は
い
ず
れ
も
誤
り
。
傍
線
部
は
、
ま
だ
ま
っ
た
く
仕
事
に
着
手
し

て
い
な
い
段
階
な
の
で
、
#
﹁
仕
事
を
や
り
直
そ
う

0

0

0

0

0

と
す
る
﹂
は
不
適

当
。

　

次
に
傍
線
部
を
、
送
り
仮
名
﹁
ベ
キ
﹂
に
も
注
意
し
な
が
ら
解
釈
す

る
と
、﹁
こ
と
わ
っ
て
返
答
す
る
こ
と
が
で
き
ず
﹂
と
な
る
。
つ
ま
り

大
工
は
、
高
陽
応
の
主
張
に
納
得
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
反
論
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
高
陽
応
の
指
示
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。

$
﹁
高
陽
応
の
考
え
方
に
共
感
し
て
﹂
は
誤
り
。
正
解
は
%
。

問
6�　
趣
旨
の
問
題

　
本
文
を
正
し
く
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
難
な
く
解
け
る
問
題

で
あ
る
。

　

本
文
の
あ
ら
す
じ
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

高
陽
応
は
家
を
建
て
よ
う
と
し
た
時
に
大
工
に
反
対
さ
れ
た
が
、
浅
は

か
な
考
え
を
主
張
し
て
大
工
を
や
り
こ
め
、
家
を
建
て
さ
せ
た
結
果
、

家
が
完
成
し
た
も
の
の
、
結
局
そ
の
家
は
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
、
と
。

　

選
択
肢
中
の
﹁
専
門
家
﹂
は
本
文
中
の
﹁
匠
﹂
と
対
応
し
、﹁
素
人
﹂

は
﹁
高
陽
応
﹂
と
対
応
し
て
い
る
が
、
本
文
は
、
最
後
の
﹁
高
陽
応
﹂

以
下
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、﹁
高
陽
応
﹂
が
中
心
人

物
で
あ
る
か
ら
、﹁
高
陽
応
﹂
＝
﹁
素
人
﹂
の
行
為
と
そ
れ
が
も
た
ら

す
結
果
と
に
焦
点
を
絞
っ
た
選
択
肢
が
正
解
で
あ
る
。
専
門
家
の
あ
り

方
を
中
心
的
内
容
と
す
る
!
・
#
・
$
・
%
は
い
ず
れ
も
誤
り
。
正
解

は
@
。

【
解
釈
の
ポ
イ
ン
ト
】

将ニ
レ

為ラ
ン
ト

二　

室
家ヲ
一

…
﹁
将ニ
二

─ン
ト一

﹂
は
再
読
文
字
。�

→【
設
問
解
説
】
問
3
参
照

未ダ
レ

可ナ
ラ

　

也

ル

…
「
未ダ
二

─
一

」
は
再
読
文
字
。「
ま
だ

─
し
な
い
」
の
意
味
。

雖い
へ
ど
モ

レ　

善シ
ト

�　

…
﹁
雖モ
二

─ト
一

﹂
は
逆
接
の
条
件
を
示
し
て
﹁
た
と
え

─
で
あ
っ

て
も
﹂（
仮
定
条
件
）
の
意
味
の
場
合
と
、﹁

─
で
あ
る
が
﹂（
確

定
条
件
）
の
意
味
の
場
合
と
が
あ
る
。

【
重
要
単
語
】

益ま
す
ま
す

　
　

＝
ま
す
ま
す

果は
タ
シ
テ

　
　

＝
案
の
定
・
思
っ
た
通
り
・
本
当
に

と
。
高
陽
応
が
言
っ
た
、﹁
あ
な
た
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
こ
の
家
が
こ
わ
れ

る
こ
と
な
ど
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
木
は
乾
け
ば
乾
く
ほ
ど
強
く
な
る
。
泥
は

乾
け
ば
乾
く
ほ
ど
軽
く
な
る
。
強
く
な
る
一
方
の
木
の
上
に
軽
く
な
る
一
方

の
泥
を
の
せ
た
ら
、
家
は
こ
わ
れ
な
い
﹂
と
。
大
工
は
言
い
訳
を
し
て
答
え

る
こ
と
が
で
き
ず
、
高
陽
応
に
言
わ
れ
た
通
り
に
家
を
建
て
た
。
家
が
で
き

あ
が
っ
た
ば
か
り
の
時
は
立
派
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
案
の
定（
家
は
）

こ
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
高
陽
応
は
つ
ま
ら
な
い
考
え
を
好
む
だ
け
で
、
大
き

な
道
理
に
は
通
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

【
設
問
解
説
】

問
1　
会
話
部
指
摘
の
問
題

　
﹁
曰ハ
ク﹂

以
下
は
、
高
陽
応
が
家
を
建
て
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

木
が
ま
だ
生
乾
き
で
あ
る
か
ら
時
期
尚
早
で
あ
る
と
大
工
が
反
対
意
見

を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
意
見
に
対
す
る
高
陽
応
の
反
論
が
﹁
高

陽
応
曰ハ
ク﹂

以
下
に
続
く
の
で
あ
る
か
ら
、
正
解
は
$
。

問
2　
読
み
方
の
問
題

　

ポ
イ
ン
ト
は
﹁
可
﹂
と
﹁
也
﹂
の
二
つ
。

　

ま
ず
﹁
可
﹂
は
﹁
可
能
・
許
可
・
適
当
﹂
な
ど
の
意
味
を
持
つ
が
、

﹁
可
二

─
一

﹂
と
下
か
ら
返
読
す
る
場
合
に
は
﹁
べ
し
﹂
と
読
み
、
下

か
ら
返
読
し
な
い
場
合
は
﹁
可か

な
り
﹂
と
読
む
。
選
択
肢
は
!
・
@
・

#
に
絞
ら
れ
る
。

　

次
に
﹁
也
﹂
は
内
容
か
ら
読
み
を
決
定
す
る
。

!
﹁
ざ
る
な
り

0

0

﹂
は
断
定
の
意
味
の
場
合
。

@
﹁
ざ
る
か0

﹂（
連
体
形
+
か
）
は
疑
問
の
意
味
の
場
合
。

#
﹁
ざ
ら
ん
や

0

0

﹂（
未
然
形
+
ん
や
）
は
反
語
の
意
味
の
場
合
。

　

こ
こ
は
家
を
建
て
る
こ
と
に
反
対
し
て
﹁
ま
だ
い
け
ま
せ
ん
﹂
と
断

定
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
か
ら
、
正
解
は
!
。

問
3　
返
り
点
の
問
題

　

返
り
点
の
規
則
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。

⃝
一
字
下
か
ら
返
っ
て
読
む
場
合
は
﹁
レ
﹂
点

⃝
二
字
以
上
返
っ
て
読
む
場
合
は
「
一
・
二
」
点

⃝
﹁
一
・
二
﹂
点
を
間
に
は
さ
ん
で
返
っ
て
読
む
場
合
は
﹁
上
・
下
﹂
点

　
「
塗ど
ろ

を
其
の
上
に
加
へ
ば
」
は
「
上
」
か
ら
「
加
」
へ
三
字
返
る
の
で
、

「
加
二

塗
其
上
一

」
と
な
る
。
次
に
「
必
ず
将
に
撓た
わ

ま
ん
と
す
」
は
、「
将
」

が
再
読
文
字
で
「

す将ま
さ
ニ二

─ン
ト一

」（
い
ま
に
も

─
し
よ
う
と
す
る
）
と

読
む
の
で
、
動
詞
「
撓
」
か
ら
一
字
返
る
こ
と
に
な
り
、﹁
将
﹂
の
左

下
に
﹁
レ
﹂
が
付
く
。
正
解
は
#
。

問
4　
解
釈
の
問
題

　
前
半
は
﹁
子
﹂
の
意
味
が
ポ
イ
ン
ト
。

　
﹁
子
之
言
﹂
と
は
﹁
匠
対こ
た
ヘ
テ

曰い
ハ
ク

　

﹂
以
下
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
大
工

の
意
見
を
指
す
か
ら
、﹁
子
﹂
は
二
人
称
﹁
あ
な
た
﹂
の
意
味
。
$
・

%
の
﹁
子
供
﹂
は
誤
り
。
後
半
は
語
意
に
即
し
て
解
釈
す
れ
ば
よ
い
。

﹁
室
不ざ
ラ
ンレ

敗レ

也
﹂
は
﹁
家
は
こ
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
﹂
と
解
釈
で
き
る
。
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亦ま
タ　

　
　

＝
（

─
も
）
や
は
り
・
同
様
に

竟つ
ひ
ニ・

卒つ
ひ
ニ

　

＝
結
局
・
と
う
と
う

過　
　
　

＝�「
す
ぐ
」
と
読
む
場
合
は
「
通
過
す
る
、度
が
過
ぎ
る
、ま
さ
る
」

の
意
味
。「
あ
や
ま
ち
」
と
読
む
場
合
は
「
間
違
い
、
失
敗
」

の
意
味
。�

→
【
設
問
解
説
】
問
7
参
照

　
第
12
問

【
解　
答
】

設　
　

問

正　
　

解

配　
　

点

問
１

ア

@

4

イ

#

4

問　
　
2

$

5

問　
　
3

@

6

問　
　
4

!

7

問　
　
5

!

5

問
6

ⅰ

#

7

ⅱ

#

5

問　
　
7

@

7

【
出　
典
】

【
文
章
Ⅰ
】

　
『
皇こ

う

朝ち
ょ
う

史し

略り
ゃ
く

』
全
十
二
巻
。
青あ
お

山や
ま

延の
ぶ

于ゆ
き

の
撰
。

　

青
山
延
于
は
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
。
水
戸
藩
士
と
し
て『
大
日
本
史
』

の
編
纂
に
携
わ
っ
た
。『
皇
朝
史
略
』
は
『
大
日
本
史
』
を
初
学
者
向
け
に

編
み
直
し
た
も
の
。
神
武
天
皇
か
ら
後
小
松
天
皇
ま
で
を
編
年
体
で
綴
っ
て

い
る
。
本
文
は
巻
八
か
ら
採
っ
た
。

【
文
章
Ⅱ
】

　
『
白は

く

氏し

文も
ん

集じ
ゅ
う

』
全
七
十
一
巻
。

　

唐
の
白
居
易
（
字あ
ざ
な

は
楽
天
）
の
詩
文
集
。
わ
が
国
で
も
平
安
時
代
に
伝

わ
り
広
く
愛
読
さ
れ
た
。
本
文
は
唐
の
都
長
安
で
官
職
に
就
い
て
い
た
白
居

易
が
旧
友
の
王
質
夫
（
王
十
八
）
に
寄
せ
た
七
言
律
詩
で
、
巻
十
四
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。

【
本
文
解
説
】

【
文
章
Ⅰ
】

　

平
安
時
代
の
高
倉
天
皇
の
幼
少
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
帝
は
お
気
に

入
り
の
楓か
え
で

の
木
を
藤
原
信の
ぶ

成な
り

に
管
理
さ
せ
て
い
た
が
、
宮
中
の
雑
役
夫
が

酒
を
温
め
る
た
め
の
薪
と
し
て
そ
の
楓
の
枝
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
ら
処

罰
し
て
欲
し
い
と
願
い
出
た
信
成
に
対
し
て
、
高
倉
帝
は
即
座
に
白
居
易
の

漢
詩
を
引
用
し
て
赦ゆ
る

す
と
い
う
寛
大
で
風
雅
な
処
置
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。

【
文
章
Ⅱ
】

　

唐
の
都
長
安
で
官
職
に
就
い
て
い
た
白
居
易
が
、ち
ゅ
う 

厔し
つ

県
（
数
年
前
ま

で
白
居
易
が
県
尉
を
務
め
て
い
た
）
に
帰
っ
て
い
く
旧
友
の
王
質
夫
に
寄
せ

た
漢
詩
で
あ
る
。

厔
県
尉
で
あ
っ
た
当
初
、
白
居
易
は
こ
の
地
の
仙
遊
寺

で
王
質
夫
と
親
し
く
交
わ
っ
た
。
問
6
で
言
及
さ
れ
て
い
る
唐
の
玄
宗
と
楊

貴
妃
を
詠う
た

っ
た
「
長
恨
歌
」
は
、
仙
遊
寺
で
語
ら
い
合
う
な
か
で
王
質
夫
の

勧
め
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
詩
は
、
第
一
句
か
ら
第
六
句

に
か
け
て
当
時
の
交
遊
を
思
い
起
こ
し
て
懐
か
し
み
、
第
七
句
・
第
八
句
で

は
中
央
官
と
し
て
多
忙
を
極
め
る
自
分
と
は
異
な
り
、
旧
遊
の
地
に
帰
る
こ
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と
が
で
き
る
王
質
夫
へ
の
羨
望
の
念
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

【
書
き
下
し
文
】

【
文
章
Ⅰ
】

　

初は
じ

め
帝て
い

の
幼え
う

時じ

、
楓ふ
う

樹じ
ゆ

を
献け
ん

ず
る
者も
の

有あ

り
。
帝て
い

極き
は

め
て
之こ
れ

を
愛あ
い

し
、
藤ふ
じ

原は
ら

信の
ぶ

成な
り

に
命め
い

じ
て
之こ
れ

を
守ま
も

ら
し
む
。
一い
ち

日じ
つ

、
仕し

丁ち
や
う

将ま
さ

に
酒さ
け

を
飲の

ま
ん
と
し
、

枝え
だ

を
剪き

り
て
薪た
き
ぎ

と
為な

し
、
以も
つ

て
酒さ
け

を
煖あ
た
た

む
。
信の
ぶ

成な
り

見み

て
大お
ほ

い
に
驚お
ど
ろ

き
、

仕し

丁ち
や
う

を
収と
ら

へ
て
将ま
さ

に
之こ
れ

を
罪つ
み

に
寘お

か
ん
と
す
。
会
た
ま
た
ま

帝て
い

信の
ぶ

成な
り

を
し
て
其そ

の

樹き

を
上
た
て
ま
つ

ら
し
む
。
信の
ぶ

成な
り

具つ
ぶ

さ
に
其そ

の
状じ
や
う

を
奏そ
う

し
、
叩こ
う

頭と
う

し
て
罪つ
み

を
請こ

ふ
。

帝て
い

従し
よ
う

容よ
う

と
し
て
曰い

は
く
、「
唐た
う

詩し

に
云い

へ
る
有あ

り
、『
林り
ん

間か
ん

に
酒さ
け

を
煖あ
た
た

め
て

紅こ
う

葉え
ふ

を
焼や

く
』
と
。
誰た
れ

か
仕し

丁ち
や
う

を
し
て
此こ

の
風ふ
う

流り
う

を
作な

さ
し
む
る
」
と
。

復ま

た
問と

ふ
所と
こ
ろ

無な

し
。

【
文
章
Ⅱ
】

　
　

王わ
う

十じ
ふ

八は
ち

の
山や
ま

に
帰か
へ

る
を
送お
く

り
仙せ
ん

遊い
う

寺じ

に
寄き

題だ
い

す

曾か
つ

て
太た
い

白は
く

峯ほ
う

前ぜ
ん

に
於お
い

て
住ぢ
う

し　
　
　
　

数し
ば
し
ば

仙せ
ん

遊い
う

寺じ

裏り

に
到い
た

り
て
来き
た

る

黒こ
く

水す
い

澄す

む
時と
き

に
潭た
ん

底て
い

出い

で　
　
　
　
　

白は
く

雲う
ん

破や
ぶ

る
る
処と
こ
ろ

に
洞ど
う

門も
ん

開ひ
ら

く

林り
ん

間か
ん

に
酒さ
け

を
煖あ
た
た

め
て
紅こ
う

葉え
ふ

を
焼や

き　

 

石せ
き

上じ
や
う

に
詩し

を
題だ
い

し
て
緑り
よ
く

苔た
い

を
掃は
ら

ふ

惆ち
う

悵ち
や
う

す
旧き
う

遊い
う

復ま

た
到い
た

る
無な

き
を　
　

 

菊き
く

花く
わ

の
時じ

節せ
つ

君き
み

が
廻か
へ

る
を
羨う
ら
や

む

【
全
文
解
釈
】

【
文
章
Ⅰ
】

　

そ
の
昔
（
高
倉
）
帝
の
幼
少
期
、
楓か
え
で

の
木
を
献
上
し
た
者
が
い
た
。
帝

は
た
い
そ
う
こ
れ
を
気
に
入
り
、
藤
原
信
成
に
命
じ
て
こ
の
木
を
管
理
さ
せ

た
。
あ
る
日
の
こ
と
、宮
中
の
雑
役
夫
が
酒
を
飲
も
う
と
し
て
、（
こ
の
楓
の
）

枝
を
切
っ
て
薪
と
し
、
酒
を
温
め
た
。
信
成
は
こ
れ
を
目
に
し
て
非
常
に
驚

き
、
雑
役
夫
を
捕
ら
え
て
処
罰
し
よ
う
と
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
帝
は

信
成
に
楓
の
木
を
持
っ
て
く
る
よ
う
に
命
じ
た
。
信
成
は
事
細
か
に
事
情
を

申
し
上
げ
、
頭
を
地
に
付
け
て
（
拝
礼
し
て
）
自
分
を
処
罰
し
て
欲
し
い
と

願
い
出
た
。
帝
は
落
ち
着
い
た
様
子
で
、「
唐
の
詩
に
『
林
の
中
で
紅
葉
を

焼
い
て
酒
を
温
め
る
』
と
言
っ
て
い
る
。
誰
が
雑
役
夫
に
こ
の
風
流
な
行
為

を
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
言
っ
た
。（
帝
は
）
も
う
罪
に
問
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。

【
文
章
Ⅱ
】

友
人
の
王
十
八
が
山
に
隠
棲
す
る
の
を
見
送
り
遙
か
仙
遊
寺
に
詩
を
寄

せ
る

以
前
（
私
は
）
太
白
山
の
ふ
も
と
に
住
み

何
度
も
仙
遊
寺
を
訪
れ
た

黒
い
水
が
澄
む
と
川
底
ま
で
見
え

白
い
雲
の
切
れ
間
か
ら
洞
窟
の
門
が
現
れ
た

林
の
中
で
紅
葉
を
焼
い
て
酒
を
温
め

石
の
上
で
緑
の
苔
を
払
っ
て
詩
を
書
い
た

以
前
（
君
と
）
交
遊
し
た
地
を
も
う
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で

菊
の
花
咲
く
時
節
に
か
の
地
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
君
が
う
ら
や
ま
し
い

【
設
問
解
説
】

問
１　
語
の
意
味
の
問
題
。

　

ア
「
具
」
は
、動
詞
と
し
て
ａ
「
そ
な
ふ
・
そ
な
は
る
」
と
読
ん
で
「
そ

ろ
え
る
・
そ
ろ
っ
て
い
る
」
の
意
味
、
副
詞
と
し
て
ｂ
「
つ
ぶ
さ
に
」

と
読
ん
で
「
詳
し
く
・
す
べ
て
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
直

後
の
動
詞
「
奏シ

」
を
修
飾
し
て
い
る
こ
と
と
「
具サ
ニ」
の
送
り
仮
名
か
ら
、

b
の
副
詞
の
用
法
で
あ
る
と
わ
か
る
。
正
解
は
@
。

　

イ
「
従
容
」
は
「
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
さ
ま
・
く
つ
ろ
ぐ
さ
ま
」

を
表
す
。
こ
こ
で
は
「
曰ハ
ク」
を
修
飾
す
る
副
詞
と
し
て
「
従し
よ
う

容よ
う

と
し
て
」

と
読
み
、「
落
ち
着
い
て
・
く
つ
ろ
い
で
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
正

解
は
#
。

問
２　
語
の
読
み
の
問
題
。

　

選
択
肢
は
⑴
・
⑵
と
も
に
副
詞
の
読
み
が
示
さ
れ
て
お
り
、
与
え
ら

れ
た
現
代
語
訳
か
ら
⑴
は
「
以
前
」、
⑵
は
「
何
度
も
」
の
意
味
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

⑴
「
曾
」
は
、副
詞
と
し
て
「
か
つ
て
」
と
読
ん
で
「
以
前
・
あ
る
時
」

の
意
味
。
@
・
$
が
正
し
い
。
同
じ
く
「
か
つ
て
」
と
読
む
語
に
は
「
嘗
」

が
あ
る
。
!
・
#
「
も
と
よ
り
」
と
読
む
の
は
「
故
」「
素
」「
固
」
な
ど
、

%
「
さ
き
に
」
と
読
む
の
は
「
前
」「
向
」
な
ど
で
あ
る
。

　

⑵
「
数
」
は
、
副
詞
と
し
て
「
し
ば
し
ば
」
と
読
ん
で
「
た
び
た
び
・

何
度
も
」
の
意
味
。
!
・
$
が
正
し
い
。
#
「
か
さ
ね
て
」
と
読
む
の

は
「
重
」
な
ど
、
@
・
%
「
し
き
り
に
」
と
読
む
の
は
「
頻
」
な
ど
で

あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
正
解
は
$
。

問
３　
返
り
点
と
書
き
下
し
文
の
問
題
。

　

基
本
句
形
と
重
要
語
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、
文
脈
か
ら
傍
線
部
の

意
味
を
推
測
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
傍
線
部
の
句
形
と
重
要
語
を
確
認
す
る
。「
将
」
は
再
読
文

字
と
し
て
「
将ま
さ

に

―
ん
と
す
」
と
読
ん
で
「

―
す
る
つ
も
り
だ
・

い
ま
に
も

―
し
よ
う
と
す
る
」
と
訳
す
用
法
の
ほ
か
、
動
詞
と
し
て

「
将ひ
き

ゐ
る
」（
率
い
る
）
と
読
み
、名
詞
と
し
て
「
将し
や
う

」（
将
軍
）
と
読
み
、

接
続
詞
と
し
て
「
将は

た
」（
そ
も
そ
も
・
い
っ
た
い
）
と
読
む
な
ど
多

様
な
用
法
を
持
つ
。
選
択
肢
の
う
ち
、
@
・
$
は
再
読
文
字
と
し
て

「
将ま
さ

に

―
ん
と
す
」
と
読
み
、
#
は
名
詞
と
し
て
「
将し
や
う

」
と
読
ん
で

い
る
。
!
・
%
は
再
読
文
字
と
し
て
読
ん
で
い
る
が
、「
将ま
さ

に 

―
べ

し
」
と
読
ん
で
い
る
の
で
誤
り
。「
ま
さ
に

―
べ
し
」
と
読
む
の
は
、

「
当ま
さ
ニ二 

―
一

」

べ
シ

（
＝
べ
シ
応ま
さ
ニ

　

）で
あ
る
。
選
択
肢
は
@
・
#
・
$
に
絞
ら
れ
る
。

「
之
」
は
、
ａ
動
詞
「
ゆ
く
」、
ｂ
格
助
詞
「
の
」、
ｃ
指
示
代
名
詞
「
こ

れ
」
な
ど
の
用
法
が
あ
り
、
ｃ
は
直
前
の
語
が
動
詞
の
場
合
は
目
的
語

と
し
て
「
之こ
れ

を
・
之こ
れ

に
」
と
読
む
。
こ
の
場
合
も
直
前
が
「
寘 
お
ク

」
と

い
う
動
詞
で
あ
る
か
ら
「
之こ
れ

を
」
ま
た
は
「
之こ
れ

に
」
と
読
む
。
選
択
肢

の
う
ち
、
!
・
#
・
$
は
ａ
動
詞
と
し
て
「
之ゆ

く
」
と
読
ん
で
い
る
。

@
・
%
は
ｃ
指
示
代
名
詞
と
し
て
「
之こ

れ

を
」
と
読
ん
で
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、残
っ
た
選
択
肢
の
意
味
を
検
討
し
よ
う
。


